中学校　国語　四字熟語④　～上の二字の熟語が下の二字の熟語に作用するもの②～
	一　次の四字熟語の□にあてはまる熟語をあとの　　から選んで書きなさい。
（１０点×８問）

⑴　自画 (じが)　　　　　　……自分で自分のことをほめること。
⑵　時期 (じき)　　　　　　……ことを起こすには、時期が早すぎること。
 (
点
)⑶　　　　　　　錯誤 (さくご)……失敗を重ねて、正しいものに近づくこと。
⑷　自業 (じごう)　　　　　　……自分の行いの報いを受けること。
　⑸　　　　　　　無根 (むこん)……真実に基づいていないこと。
⑹　　　　　　　無尽 (むじん)……思うとおり自由にすること。
⑺　首尾 (しゅび)　　　　　　……始めから終わりまで、筋が通っていること。
⑻　適材 (てきざい)　　　　　　……才能のある人をそれに適した所におくこと。



 (
じとく
自得
　
しこう
試行
　
しょうそう
尚早
　
じじつ
事実
　
じさん
自賛
　
いっかん
一貫
　
てきしょ
適所
　
じゅうおう
縦横
)
二　次のことわざと意味が似ている四字熟語を前の⑴～⑻から選び、□に漢字で
書きなさい。（５点×４問）
⑴　餅 (もち)は餅屋 (もちや)
　　 ※餅は餅屋のついたものが一番美味であることから。

⑵　失敗は成功のもと
　　※失敗することによってやり方を改め、成功へと
繋がることになることから。
⑶　身から出た錆 (さび)
　　※刀身から出た錆が、刀身を腐らせてしまうことから。
⑷　手 (て)前 (まえ)味 (み)噌 (そ)を並べる
　　※自家製の味噌を並べて、出来のよさを自慢し合ったことから。
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